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 やま
山の

かわ

川で、
いし

石の
した

下の、
すな

砂のつつに、うじ
むし

虫がいたのは
なん

何なの 

ヨツメトビケラと巣          ニンギョウトビケラの幼虫と巣     クロツツトビケラの巣 

●つつに
はい

入っているのは、トビケラの
ようちゅう

幼虫  

 
やま

山の
たにがわ

谷川などで、
かわぞこ

川底の
いし

石をひっくり
かえ

返すと、
ちい

小さい
いし

石や
すな

砂が
あつ

集まったつつのようなもの

が、いくつも
み

見つかることがあります。
なが

長さが１０ミリメートルぐらいの
すな

砂や
こ

小
いし

石の
ほそ

細いつ

つの
なか

中には、
あし

足がある、うじ
むし

虫が
はい

入っています。このつつは、トビケラという
むし

虫の
よう

幼
ちゅう

虫の
す

巣

で、
みず

水がきれいな
ところ

所にしか、すんでいません。
せいちゅう

成虫は、
なが

長い
しょっかく

触角をもつガのような
かたち

形で、
たいちょう

体長は１～２．５センチメートルぐらいで、
よる

夜
かつどう

活動し、
あ

明かりに
と

飛んできます。 

●
す

巣の
かたち

形や
ざいりょう

材料は、トビケラの
しゅるい

種類によって
き

決まっている 

 トビケラのメスは、
すいちゅう

水中にもぐって、
かわぞこ

川底の
いし

石に
たまご

卵を
う

産みつけます。
ようちゅう

幼虫は、すんで

いる
ば し ょ

場所によって、
すな

砂つぶ、
こ

小
いし

石、
き

木の
は

葉や
えだ

枝などを
いと

糸などでつなぎ
あ

合わせ、つつを
つく

作り、

その
なか

中にかくれています。
す

巣の
かたち

形や
ざいりょう

材料は、トビケラの
しゅるい

種類によって
き

決まっています。

 たとえば、
つの

角のように
した

下の
ほう

方が
ほそ

細く、やや
ま

曲がっているヨツメトビケラの
す

巣や、
こ

小
いし

石を
あつ

集

めて
つく

作ったものが
にんぎょう

人形のように
み

見える、ニンギョウトビケラの
す

巣、
さき

先が
ほそ

細くなった
くろ

黒いつ

つを
つく

作る、クロツツトビケラの
す

巣などがあります。 

 トビケラは、
かわ

川にすむいろいろな
さかな

魚やこん
ちゅう

虫たちの、えさとして
じゅうよう

重要な
い

生き
もの

物です。

                               （監修・中山 周平）

 

 


